
2 ふじいでらの村相撲(2)  「今に残る藤井寺の村相撲のなごり」 

 

 藤井寺市内の墓地に村相撲で活躍した力士と思われるお墓が残っています。「藤井寺市史」（平

成 14 年 1 月）によると文化年間から昭和 20 年代（1810～1950）に及ぶお墓が 22 基現存している

とのことです。  また、所在が不明な墓石や失われたものを考えるとかなりの力士のお墓があっ

たのではと思われます。「藤井寺の河内十三組」を調べるにあたって、市内の力士のお墓を探して

みました。 

 力士のお墓は、多くの場合基礎部に「門弟中」と書かれています。「門弟中」とは弟子仲間・同じ

相撲部屋の仲間と言う意味です。「門弟中」を頼りに主な墓地（沢田、小山、大井、藤井寺等）を調

べたところ、１２基のお墓が確認できました。 

  

 

 



  

天井の番付札    頭取、大関・関脇・前頭・行司がはっきりと読み取ることができる 

【奉納絵馬】文政 3 年(1830) 

 

 

 

 

 

 

 




